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家庭 的 保 育環 境 へ の 試 み

　　　 〜 環 境 設 定 の 実 践 報 告 〜

○ 　菊 地 　政 隆 　 　　 　　 　菊 地 　恵 子

（淑 徳 文 化 専 門 学 校 ）　　　 （淑 徳 大 学 ）

1、 問題 の 所在及 び 目的

　保育所 の 保育そ の もの も時代 の 変化 と共 に 、 新 た な

改革 の 時期をむかえて い ると誉 え る 。 保育所は 、 乳幼

児期 の 子 どもが 初 め て家族 か ら離れ て、同年齢 の 子 ど

も達と
一

緒に 生活す る場所 で ある。子 ど もが 成 長 、 発

達する 大切な時期を過ごす園生活が、子 どもにとっ て

好 ま しい もの で あ る か ど うか に よっ て、その 後の 生活

も大き く変わ る もの と思われ る 。 子 どもの
一日の 生 活

は、家庭・
地域社会・園で 連続的 に 営まれる。そ の それ

ぞれ が、独 自の 保育機能を もっ と共 に 相互 に 関連 し合

っ て い る。子 どもの 家庭や地域社会 で の 生活経 験 が 園

生活 で さらに確かなもの となっ た り、豊 か な もの とな

っ た り、 また逆に園生 活 で 培 わ れ た もの が家庭や、地

域社会 で の 生活 に生かされ るとい う循環 の 中で 子 ど も

の 望ま しい 発達 が 行 わ れ て い く（森川 1998）。そ の 大切

な時期に 、
こ れ まで の 保育は大人中心 に 行 わ れ て き た 。

大 人 の都合 と利便性 によ り子 ども達は
一つ の 場所に お

い て食寝遊 を過ご し、子 どもの 生活には時間 が 決め ら

れ、食事 して い る子 ども の 横で 時間 に 追 わ れ た 保 育者

が 掃除をす る場 面 も多々 み られた。保育指針 の 「家庭

養育の 機能を補完す る1 とい う点か ら、家庭が子 ども

の 生活 の 拠 点で ある以上 、保育園も家庭に近い 環境を

整える必要性があるの で は ない だろうか 。

　そ こ で 子 どもを中心 と した 家庭に近い 保育環境で あ

る 、
「家庭的保育環境 」 を例 にあげ、幼児 ク ラス の 保育

室 の 環境設 定の 変更 の 配慮点 か ら家庭的保育環境の 取

り組 み の 実践を報告、考察して い きた い 。

2 、対象、方法

・対象園　　私 立 船 堀 中央保育園 （東京都）

・
対象者　　幼児　計 50 名　　（3 歳児 18 名、4 歳児

18 名、5 歳児 15 名⇒ 縦割り混合保育）

・対象職員　保育士 3 名 （女性 7年 目、男性 3 年 目、

男性 1年 目）

・日寺期 　13 年 8 月 31 目
・9 丿ヨ3 目

・観察方法　環境設定前後 に ビ デオ に よ りas　W 　一一ナー

　　　　　　で の 様子を撮影。 担当保育士 、 副園長 、

　　　　　 主任保育士 、第 3 者か ら も研究者を含め、

　　　　　 子 どもの 様子を観 察す る。

3 、 環境設定 の テ
ー

マ と工夫点

く今回 の 環境毅 定変更 の 理 由〉

　 ・子 ども主体 の 環境設定の 見直し 。

　 ・学期 の 変 わり目を踏ま え玩具等の 入 れ 替え 。

　 ・ロ ー一ナ ーの あい まい さか ら落ち着きが ない 子 ど も

　　や 、 遊ぺ ない 子 どもがみ られた こ とか ら。

　 ・くつ ろぎコ
ー

ナ
ー

の 確保 。

　 ・兇 通 しの 悪 い 保育窺。

〈今回 の 保育環境設定の テー一マ 〉

　 ・よ り家庭的な温かい 雰囲気 の 保育室

　 ・くつ ろげる保育窺

　 ・自主的 に遊べ る保育室

く環境般定の 工夫点〉

　 ・入 り口 か らの 子 ど も の 目の 高 さに 気 を つ け 、見 た

　　目の 広 が りを感 じ る保育室 。

　 ・あそ び の 展開を妨げない ＝ 1　L“ナ ー
の 配慮。

　・くつ ろぎの 場を増や す。（保 育者 と子 ど も が
一

緒 に

　　くつ ろげ る ス ペ ・一一一
ス ）

　 ・温 か み の ある カ
ーペ ッ トの 多用。

　 ・色の 統
一

（ナチ ュ ラル ブ ラウン ・モ ス グ リ
ー

ン ）

　 ・グリ
ー一ン を室内 に → 緑は 目をやす ませ る。心が安

　　定す る。

　・棚 の 設置は縦 の ライ ン ・斜め の ラ イ ン を主 に 設定 。

4 、 家庭的保育環境 の コ ・−a

ナ
bU の 特徴

　図 1 参照

く パ ズ ル コ
ー

ナ
tS＞

・子 ども達が集中 して 行 え る よ う、広 い 空 問 で で き る

場をパ ズ ル コ ーナーに設定す る。

〈 まま ごとコ ・・一ナー〉

・自分た ちが慣れ親 しん で い る人形 ・布団 ・ま ま ご と

セ ッ トなど家庭で もよく見か けるよ うな生活に密着し

た道具 を設置。

＜ 生活教具 コ ー
ナ
ー ・製作 ロ ー

ナ
ーa ＞

・モ ン テ ッ ソー一り一の 生活教具を低 い 棚 に 置き設定。

・製作 コ
ーナ ーは 、 絵 の 具を使用 しやす い よ うに水道

の 近 くに設置。

〈 文字 ・数コ
ー

ナ
ー〉

・子 どもが 文字を書き、文字 ・数遊 び が しやす い よ う
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に 明 る い場所 に設定。

＜ くつ ろ ぎの ロ ー一ナ ー ・絵本 コ ーナー〉

・ソ フ ァ
ーを置 き、暖 か い 感 じの 照明、暖か い 色合い

の カ
ーペ ッ トな どで 、家庭により近 い 雰囲気を演出す

る よ う設定。
・くつ ろ ぎの コ

ー
ナ
ー

内 に 設定。くっ ろぎな が ら絵本

を ゆ っ くりと読め る よ う設定。

〈構成あそび X 一ナー〉

・積み 木、ブ ロ ッ ク、色あわせ 積み 木、カ プ ラ等を設

躍 し 、 広 い床の ス ペ ース を確保する。

〈担 当保育者が受け持つ ＝ 一一ナー〉

・グ リー
ン 、写真、音楽 コ ーナーな ど を設 置 。

4 、環境変更後 の 子 どもの 様子

く環境設定変更後の 様子 〉

　 ・子 どもが それぞれ の ＝
一ナー

に自由に 分か れ遊ぶ

　　 こ とが で き る。

　 ・座 っ て 遊 ぶ こ とが 多 くな り落ち着 きが で て きた。

　 ・見通 しがよ く、子 どもの 状態が把握 しやす い 。

　 ・部屋 に 統
一

感 が生まれた。

　 t くっ ろ ぐス ペ ー
ス が 多 くな り、子 ども達同 士 の 関

　　わ りも多くな る 。

　・全体的 に カ ーペ ッ トを多用 し、保育室が 温 か い 感

　　じがす る 。

5 、考察

　本研究にお い て新た な試み と して 、 家庭的保育環境

の 実践 を報 告 した 、クラス の 解体に よ り時問的保育か

ら開放 され 、ク ラス と時間にとらわれない 空開的保育

に より家庭に 近 い 保 育室を手に入れたの で ある。

　 これ ま で 自由保育 と し て の 枠 に含まれて い た家庭的

保 育 で ある が、単な る 自由とは違 う新たな保育 の 体系

と位 置づ ける こ とが で き る 。 家鷹的保育 とは 、 保育者

が 子 どもを 主 体に考え、家庭に 近 い 環境を設定し規律

の 中にお い て 自由な活動 が で き る保育とい え るの で は

なか ろ うか 。

　保育環境は 、毎 目子 ど もが生活する場 で あ る 。 そ の

保育環境 も園 に よ り様 々 で あ り、標準的なもの は な い
。

しか し、保育環境 とい うもの は、保育士 の 考え に よ り

様 々 に変え る こ とが で きる。こ れまで の 保育園 で は 、

ひ とつ の 保育 の 体系を当た り前 の よ うに何十年 も行 っ

て きた、 し か し社会 も子 どもも時代 が 過 ぎ変化 して い

る 。 保 育士 が今 の 保育環境 の 状態 に満 足 せ ず、新た な

保育を試みた時、大人主体 の 保育環境か ら子 ども主体

の 保育環境 へ と変わ っ て い くだろ う。

　保育所 は 子 ども 達が
一

日の 大半を過 ご す場 で あ り、
一

日8〜11 時問、 0歳か ら入 園した場合 6年間も 通 う。

子 どもの 生活 の 主体活勦 の 大部分 は保育所 で あ り 、 畏

時間家庭 は 家族と顔 を合 わ せ 、 夜開 に 眠 りに 帰 る と こ

ろとい っ て もよ い 。 保育所は家庭に い る 子 が当然 して

い る で あろ う生活や経験を可能なか ぎり与えて あ げ る

こ とが 必 要 で あ り、そ れ を補 う点 か ら も環 境面 に お い

て 、暖 か く、子 どもが 安 心 で きる 、 家庭的な保育所 が

求め られ て い る とい え よ う。

　 子 どもが保育者 に言われた通 りに、保育者 が 主 体 の

設定 され た環境 の 中 で 活動する こ とは、子 ども自身は

一
見 遊 ん で い る よ うに 見え る が、本当 の 意 味 で の 主体

的な遊び で は な く 、 子 ど もの 創造性や主体的な発 達を

妨げて い る と考 えられ る。子 どもの好奇心を刺激 し、

自らの 遊 び を見 つ け て 、心 が お ど る体験が で きる よ う

に して い けるよ う保育環境 を改め て 見直す機会になれ

ばと思 う。

図 1　環境変更後の 保育室 見取 り図
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